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第 176回東京医科大学医学会総会
　　　日　　時 : 平成 27年 11月 7日（土）午前 11 時～午後 4時 30分
　　　会　　場 : 東京医科大学病院　本館 6階
　　　　　　　　　【臨床講堂】
　　　　　　　　　・東京医科大学投稿論文奨励賞受賞講演、東京医科大学医学会奨励賞受賞講演
　　　　　　　　　・特別講演
　　　　　　　　　【第 1・2・3 会議室】
　　　　　　　　　・ポスター展示・発表
　　　当番分野 : 薬理学分野、糖尿病・代謝・内分泌・リウマチ・膠原病内科学分野
　投稿論文奨励賞、医学会奨励賞受賞講演
■投稿論文奨励賞
 （座長　/ 林　由起子　主任教授）
　（1）　ホルマリン固定保管組織を用いた甲状腺乳頭癌肺転移予測マーカーに関連する蛋白質の解析
 （呼吸器・甲状腺外科学） ○星　　雅恵、筒井　英光、野村　将春、久保田光博、
  　鈴木　明彦、池田　徳彦
 （人体病理学） 　松林　　純、長尾　俊孝
 （株式会社メディカル・プロテオスコープ） 　木原　　誠
 （呼吸器・甲状腺外科学、株式会社メディカル・プロテオスコープ） 　西村　俊秀
　（2）　 Chronological changes in cerebral perfusion and oxygenation parameters in preterm neonates measured using 
portable near-infrared time-resolved spectroscopy system
 （小児外科学） ○Shonosuke NARA, Takeshi TAKAMI, Hiroki ISHII, 
  　Yusuke SUGANAMI, Atsushi KONDO, Daisuke SUNOHARA
  　and Hisashi KAWASHIMA
■医学会奨励賞
 （座長　/ 林　由起子　主任教授）
　（1）　シナプス小胞蛋白 SV2Aによる神経伝達物質放出の調節
 （細胞生理学） ○谷藤　章太、持田　澄子
　（2）　 EGFR-independent autophagy induction with geﬁtinib and enhancement of its cytotoxic effect by targeting 
autophagy with clarithromycin in non-small cell lung cancer cells
 （医学部医学科 5年） ○伊藤謙太郎、○杉田　翔平
 （医学部医学科 4年） 　山城優太朗
 （生化学） 　森谷　昇太、車　　暁芳、平本　正樹、宮澤　啓介
 （臨床腫瘍科） 　横山　智央
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一般演題 : P1-1～17、P2-18～P2-35、P3-36～P3-55
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P1-1.
14-3-3タンパク質による神経細胞死抑制因子
CLSPの活性制御機構の解析
（大学院修士課程 2年薬理学）
○齊藤　史明
　アルツハイマー病 （Alzheimer’s disease, AD）は、
神経細胞の変性や脱落による進行性の記憶障害や認
知障害がみられ、老齢人口の数 %が発症する神経
変性疾患であり、その発症機構の解明並びに、有効
な治療法は未だ開発されていない。
　当研究室では、アルツハイマー病関連神経細胞死
を特異的に抑制する Humanin （HN）類似分子とし
て calmodulin like skin protein （CLSP）を同定し、そ
の活性が HN の 105倍であることを見いだした。そ
の活性の強さから、CLSPは生体内における HN 作
用を担う中心分子と考えられる。さらに、細胞の多
機能調整タンパク質である 14-3-3タンパク質ファ
ミリーのうち、14-3-3βと 14-3-3σはCLSPと結合し、
CLSPの細胞死抑制作用を阻害することを見いだし
た。
　以上の研究をもとに、本研究は、1）CLSPと 14-
3-3タンパク質群の詳細な結合部位の特定、2）14-
3-3タンパク質による CLSPの細胞死抑制作用阻害
の分子メカニズムの詳細な検討、を行なった。
　最初に、種々の 14-3-3 deletion mutantを用いて
CLSPとの結合部位を特定した。その結果、14-3-3β 
は 168-210番目のアミノ酸が CLSPとの結合に必須
である事、14-3-3σにおいては、N末 82アミノ酸
を欠落させると CLSP との結合が著しく低下するこ
とを発見した。さらに、これら 14-3-3タンパク質
が CLSPの細胞外分泌に与える影響を検討し、14-
3-3βは CLSPの細胞外分泌を抑制すること、一方、
14-3-3σは CLSPの細胞外分泌に影響は与えないが、
細胞外で CLSPと結合して CLSPの細胞死抑制作用
を阻害する可能性が高いことを見いだした。
P1-2.
The Blood-Brain Barrier Choline Transporter
（社会人大学院博士課程 4年精神医学）
○岩尾　紅子
（麻酔科学）
　屋良　美紀
（社会人大学院博士課程 4年麻酔科学）
　原　　直美
（北海道大学大学院　医学研究科　探索病理学講座）
　西原　広史
（精神医学）
　井上　　猛
（医学総合研究所、分子予防医学講座）
　稲津　正人
　Choline is one of the essential nutrients for all cells, 
and is needed for synthesis of the major membrane 
　（3）　免疫調節薬（IMiDs）標的因子セレブロンの機能解析
 （ナノ粒子先端医学応用講座） ○伊藤　拓水、朝妻　知子、GUPUTA VIPUL、真鍋　正彦、
  　山本　淳一、安藤　秀樹、半田　　宏
■特別講演
　（1）　分子イメージングが拓く免疫細胞の時空間的制御機構
　　　 講演者　横須賀　忠　主任教授（免疫学）
　　　 座　長　宮澤　啓介　主任教授（生化学）
　（2）　人の死を生かす
　　　 講演者　吉田　謙一　主任教授（法医学）
　　　 座　長　三木　　保　主任教授（医療の質・安全管理学）
